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我々は光コムの応用拡大を目指し，光渦特性評価が可能な”軌道角運動量（OAM）分解デュアル

光渦コム分光法”という計測法を開発してきた[1,2]．本技術により，デュアルコム分光法という高

精度な干渉計測法に基づいた，光渦の OAM スペクトルと光周波数スペクトルの同時評価が初め

て可能になった．しかし本手法では，ビームパターンの一部を空間的に切り出す処理が必要であ

るため，取得できる空間情報が制限されたり，アライメント誤差によって測定不確かさが増大す

るといった課題があった．そこで本研究では，空間情報の一括取得を可能にし，さらに詳細な情

報を得るため，シングルピクセルイメージング技術[3]を導入し，光渦特性評価に初めて適用した． 

実験概要を図 1(a)に示す．2 台の光コムのうち，Signal 光コムを q-plate を用いて光渦（ℓsig = Σℓn）

に変換した．それを，繰り返し周波数 frep がわずかに異なる Local 光コム（ℓLO = 0）と重ねた後、

空間位相変調器（SLM）を用いて，16×16 のアダマール行列パターンによる強度マスクをかけた．

SLM の照射パターンを変えながらデュアルコム分光を連続的に行うことで，パターンに対応する

一連のインターフェログラムを取得した．測定結果に対して適切な逆アダマール行列演算とフー

リエ解析を施すことで，図 1(b)のように光渦の空間的な分光情報の取得に成功した．本手法は，

キラル物性評価や横モード光通信などの幅広い分野における計測技術としての発展が期待される．  

 

図 1. (a) シングルピクセルデュアルコム分光の測定系．(b) 解析で得られた光渦（ℓ = +2）の振幅・位相分布． 
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